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研究成果の概要（和文）：本研究では、食道がん患者を対象とし、臨床現場の負担を軽減し入院前や入院中、退
院後の周術期患者をより適時適切にサポートできる汎用性・利便性の高い医療プラットフォームとして周術期患
者管理システムの開発を行った。現在、食道切除術を受ける食道がん患者を対象としてタブレット端末やウェア
ラブルデバイスを用いた生活習慣（運動、睡眠、食生活、服薬遵守等)、身体・精神状態など周術期のリスク要
因をモニタリングするシステムを運用している。今後、臨床現場での多次元健康情報の収集・解析・介入を統合
する機能的で安定的な患者管理システムとしての活用を期待する。

研究成果の概要（英文）：We developed a perioperative patient management system as a versatile and 
convenient medical platform for esophageal cancer using tablet PC and wearable devices. This system 
is designed to reduce patients' respondent burden on clinical settings and provide more timely and 
appropriate patient support before/during/after hospitalization. The system is currently used to 
monitor perioperative risk factors such as health-related behaviors (e.g., physical activity, sleep,
 eating, and medication adherence) and the physical and mental well-being of patients with 
esophageal cancer undergoing esophagectomy. Our system is one step toward a functional and stable 
patient management tool that integrates the data collection, analysis, and intervention of 
multidimensional health information in clinical settings.

研究分野：健康情報学、健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発した周術期患者管理システムの特徴は、モニタリングした食道がん患者の生活習慣や身体・精神状
態などの測定項目の詳細を患者や家族、医療従事者が随時確認できるデータモニタリング・フィードバックツー
ル（ダッシュボードなど）の活用ができることである。現在、システムの改善のための改修を行っており、サー
バに蓄積されたデータをその場で処理・解析し、状況に応じてメッセージ等フィードバック情報の送受信が可能
な連絡ツールを構築する。これにより、臨床現場の負担を減らし入院前や入院中、退院後の周術期患者をより適
時適切にサポートできる汎用性・利便性の高い医療プラットフォームとしての発展を目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
近年のデータ収集技術の発達により、疾病の発病・治療過程に関連する情報を詳細に評価する
精密医療（Precision Medicine）や個人化医療（Personalized Medicine）が注目を浴びている
[1]。しかしながら、最新技術で収集された健康関連情報の活用については個人的な健康管理に
集約されるケースが多く、臨床現場での応用については十分な検討が必要とされている。 

 
食道切除術を受ける食道がん患者においては、食道がんの症状による食事摂取量の低下や手
術前の化学療法の影響により、低栄養の状態、体力が低下した状態で手術を迎える患者も少なく
ない。また、術後も嚥下障害や肺炎などのリスクが高く、自立的な栄養摂取を含め筋力維持のた
めのリハビリ等が早期回復にとても重要である[2]。そのため様々な職種を含む専門家チームを
構成し、周術期の患者の手術前後や退院後の健康管理、迅速な回復のための身体的・精神的サポ
ートを行っている。しかしながら、医師や看護師などの医療従事者が周術期患者の全過程をモニ
タリングすることは困難であり、予定通り手術や退院ができなくなる可能性も否めない。さらに
長期的にも退院後の患者管理についてのモニタリングが難しく、身体・精神的機能低下、体重減
少や脱水などのリスクがある。そこで、患者・家族・医療従事者の負担を軽減し、適切な栄養管
理を含む身体的・精神的健康管理に必要な情報をモニタリングし、フィードバック可能なツール
が求められている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、食道切除術を受ける食道がん患者を対象とし、生活習慣（運動、睡眠、食生活、
服薬遵守等)、身体・精神状態など周術期のリスク要因をモニタリングする患者管理システムを
構築する。これにより食道がん患者を含む周術期患者の手術前後や退院後の健康管理、早期回復
を支援することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1） 食道切除術を受ける食道がん患者のための周術期患者管理システムの開発  

 
 患者管理システムの構築：生理、行動、栄養、心理状態をモニタリングするモバイルネットワ
ークシステムを構築し、食生活や心理状態などを記録するアプリケーションの開発を行った（図
1）。このアプリケーションには、生理・行動的要因として腕時計型デバイス（Fitbit Inspire HR）
から計測される身体活動度や心拍などの計測データを受信する機能も搭載する。そして、スマー

 

図 1．周術期患者管理システムの概念図：（A）周術期患者管理における 4つの基本概念、（B）周術期
リスク要因の計測とデータ例、（C）セルフケア・患者管理用ダッシュボード 



トフォンに格納されたデータを実時間でクラウドサーバーに送信・蓄積した。また、蓄積された
データを患者や家族、医療従事者がスマホやタブレット、PCから確認できるようにダッシュボ
ードを作成した。 
 
（2） データ収集システムのユーザビリティを評価 

 
 食道切除術を受ける食道がん患者（n=5）を対象として、手術前と手術後、患者管理システム
を用いて、行動、生理、栄養、心理状態などモニタリングを行った。また、対照群として、健常
成人による本システムを用いた健康関連行動とその要因を収集し、それらの関係を調べた。 
 
 
４．研究成果 
 
研究期間中、食道がん患者の生活習慣や身体・精神状態などをモニタリングする周術期患者シ
ステムを開発した（図 2）。本研究で開発した周術期患者管理システムの特徴は、モニタリング
した食道がん患者の生活習慣や身体・精神状態などの測定項目の詳細を患者や家族、医療従事者
が随時確認できるデータモニタリング・フィードバックツール（ダッシュボードなど）の活用が
できることである。現在、共同研究先である浜松医科大学のフィールドを活用し、食道がん患者
を対象として本システムを運用中である。 
 
現在、これまでのモニタリングにより食道がん患者の健康管理に最も重要であると考えられ
る食事内容、体重、身体活動に着目したシステムの改修を行っており、それらのデータをその場
で処理・解析し、状況に応じてメッセージ等フィードバック情報の送受信が可能な連絡ツールを
構築する。これにより、臨床現場の負担を減らし入院前や入院中、退院後の周術期患者をより適
時適切にサポートできる汎用性・利便性の高い医療プラットフォームとしての発展を目指す。 

 
さらに、本研究では、対照群である健常人におけるデータ解析を行った。主に健康関連行動
（例：睡眠、身体活動度、心血管系機能）と精神的健康の関係について検証したものであり、構
築したシステムを用いて、身体活動や睡眠の促進と心血管系反応の管理・介入による精神的健康
の保持を目的とした研究といえる（詳細は、以下の（1）、（2）を参照）。今後食道がん患者にお

図 2．周術期患者管理システム「HOPE」：患者の詳細な日内情報（心拍、歩数、食事記録、体重、体
温、精神状態など）を随時確認できるダッシュボード 



いても同様の検証を行い、周術期患者管理システムを評価・改善していく予定である。 
 
（1） 身体活動の促進と精神的健康について 

 
精神的不調の改善のための運動/身体活動のガイドラインが公表されているが、ガイドライン
に即した運動/身体活動を保持することや運動を習慣化することの難しさが課題となっている。
少量の運動や身体活動の実施であっても精神的健康や気分の改善には効果があることから、身
体活動が少ない人（高齢者、事務作業に従事する人、肥満や疾患を有する人など）については、
負担の少ない介入を行うことで、運動の習慣化や身体活動の持続を目指す個別のサポートが必
要であると指摘されている。我々の研究では、そうした個人の特性（例：性別、人種、年齢、学
歴、職業、年収、BMI、基礎疾患など）に応じて、個人ごとに異なる目標を設定し、介入タイミ
ングも個別に設定することが必要であることを検討した[3]。 

 
（2） 心血管系反応の調整による心理的ストレスの管理について 
 
これまで日常の心理的ストレスを初期反応、回復、蓄積過程に分解して評価する方法を提案し、
そのストレス反応が従来の評価方法に比べ健康関連行動をより精度高く予測できることを明ら
かにした[4]。しかしながら、心理的ストレスが生理的指標である日常の心血管系機能に与える
負担や心血管系疾患を引き起こす潜在的なリスクについては、これまでウェラブルデバイスの
精度が充分でなく、主に実験室の限られた条件でしか検証されてこなかった。我々は、日常で長
時間計測可能なチェスト型心拍計を用いて、心血管系機能に負担を与える反応（高い心拍及び心
拍変動の減少）が心理的ストレスの悪化に先行していることを示した[5]。これは、心理的スト
レスの頻繁な測定を必要とせず、ウェラブルデバイスの着用のみでストレスの常時モニタリン
グが可能であることを示唆する。さらに言えば、心血管系機能の変調のタイミングを連続的にモ
ニタリングすることで、ストレスの悪化の前に「Just-in-Time 型介入」の実施が可能であるこ
とを示した研究成果といえる。 
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